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５
月
の
大
型
連
休

が
終
わ
っ
た
。
現
在

国
民
の
祝
日
は
年
間

15
日
。
来
年
８
月
11

日
の
「
山
の
日
」
が

施
行
さ
れ
れ
ば
国
民

の
祝
日
は
16
日
に
な
る
。
意
外
だ
が

主
要
30
カ
国
で
最
多
で
あ
る
。
し
か

し
、実
感
が
今
ひ
と
つ
湧
か
な
い
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
。
▼
Ｅ
Ｕ
加
盟
28
カ
国

で
は
有
給
休
暇
が
最
低
で
20
日
保
障

さ
れ
、各
国
に
よ
り
最
高
は
35
日
で
あ

る
。
消
化
率
は
平
均
で
70
％
で
あ
る
。

日
本
は
、
最
低
10
日
か
ら
最
高
20
日

保
障
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
有
給
を
使

い
切
る
国
ラ
ン
キ
ン
グ
」
主
要
24
カ

国
で
日
本
は
並
外
れ
て
低
く
、
最
下

位
（
33
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
欧
州
で

一
般
的
な
、夏
２
週
間
＋
冬
１
週
間
の

「
バ
カ
ン
ス
」
と
い
う
の
は
日
本
で
は

実
現
し
て
い
な
い
。
▼
日
本
は
１
９
５

５
年
代
後
半
か
ら
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
、
経
済
成
長
最
優
先
の
長
時

間
労
働
は
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と

評
さ
れ
、他
国
に
例
を
見
な
い
「
過
労

死
」
は
国
際
語
と
な
っ
た
。
▼
１
９

８
０
年
代
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
、日
本

人
の
働
き
過
ぎ
へ
の
外
圧
と
、安
全
衛

生
・
労
働
時
間
短
縮
と
し
て
四
週
五

休
制
の
実
施
、
90
年
代
を
前
後
し
て

の
四
週
六
休
制
を
経
て
、10
年
以
上
を

費
や
し
て
完
全
週
休
二
日
制
が
実
現

し
た
。
▼
一
方
で
ノ
ー
残
業
デ
ー
は
有

名
無
実
化
し
、サ
ー
ビ
ス
残
業
も
依
然

と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
▼
そ
ん

な
中
、労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
「
定

額
働
か
せ
放
題
」
法
案
が
法
制
化
の

危
機
に
あ
る
。
▼
経
済
発
展
と
、ゆ
と

り
・
豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
の
調
和
、厳

格
な
労
働
法
制
と
遵
守
が
望
ま
れ
る
。

　
連
合
鹿
児
島
な
ど
の
集
会
で

は
、
榮
留
道
夫
実
行
委
員
長
が

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、「
春
闘

で
は
、
地
場
中
小
企
業
で
働
く

組
合
員
の
賃
金
や
労
働
環
境
の

改
善
に
よ
っ
て
、
組
織
化
さ
れ

て
い
な
い
労
働
者
の
方
々
の
改

善
や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
る
」「
政
府

が
国
会
へ
提
出
し
た
労
働
者
派

遣
法
の
改
正
法
案
は
、『
派
遣

は
臨
時
的
・
一
時
的
に
限
る
』

『
均
等
待
遇
』
と
い
う
ル
ー
ル

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方

で
、
労
働
時
間
法
制
の
大
幅
緩

和
を
行
う
、
裁
量
労
働
制
の
対
象

業
務
拡
大
や
『
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
』
い
わ
ゆ
る
『
残

業
代
ゼ
ロ
制
度
』
の
導
入
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。
更
な
る
過
重
労

働
や
過
労
死
の
増
加
を
招
く
こ
と

に
な
る
と
い
う
極
め
て
危
険
な
も

の
で
、
私
た
ち
は
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
の
改
悪
阻
止
へ
全
力
で
取

り
組
む
」「
戦
後
70
年
を
迎
え
る

今
年
、
平
和
と
は
何
か
、
民
意
と

は
何
か
を
も
う
一
度
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
同
会
場
で
は
、
全
労
済
の
防
災

カ
フ
ェ
や
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ご

し
ま
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
非
常

用
備
蓄
食
品
の
展
示
、
４
月
25
日

に
発
生
し
た
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
へ

の
緊
急
カ
ン
パ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
労
福
協
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

子
ど
も
教
育
支
援
カ
ン
パ
に
も
多

額
の
善
意
を
お
預
か
り
し
ま
し

た
。

｢

労
働
法
制
の
改
悪
は
許
さ
な
い
�｣

　
第
86
回
メ
ー
デ
ー
集
会

　
５
月
１
日
は
、
労
働
者
の
祭
典
メ
ー
デ
ー
で
す
。

　
連
合
鹿
児
島
（
榮
留
道
夫
会
長
代
行
）
な
ど
が
主
催
す
る
県
中
央
集
会
は
４
月
29
日
、
鹿
児
島
市
中
央

公
園
で
開
催
さ
れ
約
２
，５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
労
連
（
山
崎
秀
文
議
長
）
な
ど
が
主
催
す
る
県
中
央
集
会
は
５
月
１
日
、
鹿
児
島
市
天
文
館

公
園
で
開
催
さ
れ
約
３
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
両
集
会
と
も
、
集
会
後
の
デ
モ
行
進
で
、
労
働
者
保
護
法
制
の
改
悪
阻
止
や
賃
金
・
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

県労福協・フードバンク(左)、全労済防災カフェ
(右)のブースフードバンクかごしまの展示と備蓄食
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勤労者に対する融資制度をご案内します�
　九州ろうきんでは、勤労者の経済的地位の向上と勤労者福祉の増進に寄与することを目的に、生活ローン
や住宅ローンなど各種の融資を行っています。働く方ならどなたでもご利用できます。（融資限度額、金利
など異なる場合があります）

※　�その他、自治体との提携融資制度や特別金利もあります。詳しくは、お近くのろうきん各支店にお問い合
わせいただくか、ろうきんホームページにてご確認ください。

※　�融資には審査があります。審査の結果ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
※　�保証は九州ろうきん指定の保証機関をご利用いただきます。上記の表は、主に日本労働者信用保証協会

（日信協）の保証基準によります。保証機関によって融資限度額や返済期間などが異なる場合があります。
条件によっては別途保証人が必要な場合があります。また、所定の保証料を別途ご負担いただきます。

※　�〈九州ろうきん〉の会員とは、勤務されている職場の労働組合や共済(互助)会、または消費生協などで（ろ
うきん）に出資をおこない、ご加入いただいている団体のことです。

【融資の種類】 （平成27年４月１日現在）

ローンの種類 融資限度額 返済期間 金利タイプ 特　　　徴

無
担
保

カーライフローン 1,000万円 10年以内 固定・変動 お車の購入や免許取得、自動車ローンの借り換えなど、お
車に関する費用ならおまかせ�

教育ローン 1,000万円 固定15年以内
変動20年以内 固定・変動 入学金はもちろん、受験関係費用やアパート代、仕送りな

どの生活費まで幅広くサポート�
冠婚葬祭ローン 1,000万円 10年以内 固定 冠婚葬祭に関する費用ならおまかせ�

無担保住宅ローン 2,000万円 25年以内 変動 住宅購入はもちろん、リフォームやローンの借り換え、オー
ル電化などの設備費用など。無担保なのでお手軽です。

フリーローン 1,000万円 10年以内 固定 借り換えや生活費など、様々な用途に利用できます。その
他に会員限定のライフサポートローン（変動）もあります。

フリーローンプラス 500万円 10年以内 固定・変動 オリコ保証の多目的ローン。複数の借り入れをひとつにお
借り換えOK�

借換ローン
　「まとめま専科」 1,000万円 10年以内 固定 他の金融機関や信販会社等のローンの借り換えに利用で

きます。
目的ローン
　「合わせ上手」 500万円 10年以内 固定・変動 自動車ローンや教育ローンなど異種商品間のローンの一

本化（他行を含む）の資金となります。

福祉ローン 1,000万円 10年以内 固定 育児費用や介護費用、医療費、災害復興に必要な資金に
も利用できます。

マイプラン 500万円 １年
(自動更新) 変動 ご利用枠の範囲内なら何度でもご利用可能。不意の出費

に頼れるカードローンです。
マイプラン
　Be-サイド 100万円 １年

(自動更新) 変動 セディナ保証のカードローン。上記と同様に利用枠の範囲
内なら何度でもご利用可能。

マイプラン
　ツカえ～る 500万円 １年

(自動更新) 変動 2015年４月新発売。他の高金利借り換えを目的とする低金
利のカードローンを発売� ただし、利用対象は会員限定。

有
担
保

住宅ローン 5,000万円
40年以内
※�全期間固定金

利型のみ25年
以内

固定金利選
択型
(３・５・10年)
上限金利設
定型
全期間固定
金利型
変動金利型

居住用家屋の新築・購入・増改築費用、宅地購入、借り
換えなどにご利用できます。

不動産担保ローン 5,000万円 35年以内 固定・変動 不動産を担保として、教育資金や目的資金に利用できます。

ろうきんフラット35
セット型

100万円以上、
8,000万円以下
で建築費また
は購入価格の
100％以内

15年以上
40年以内 固定 住宅金融支援機構の証券化支援事業を活用した全期間固

定金利の住宅ローン
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鹿
児
島
お
よ
び
日
置
地
域
友
の
会
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
ま
し
た
！

鹿
児
島
支
店

　
鹿
児
島
支
店
ろ
う
き
ん
退
職
者

友
の
会
は
、４
月
21
日
、日
置
市
伊

集
院
総
合
運
動
公
園
に
て
「
春
季

鹿
児
島
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
会
」
を
、鹿
児
島
地
域
５
チ
ー

ム
、日
置
地
域
５
チ
ー
ム
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
合
同
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、参
加
者

間
の
交
流
を
図
り
つ
つ
２
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
合
計
ス
コ
ア
で
競
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
日
置
チ
ー
ム
の
下
入
佐

喜
夫
さ
ん
が
半
年
間
に
及
ぶ
猛
練

習
の
結
果
、
見
事
に
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

〈
大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
〉

優　

勝
　
下
入
佐
喜
夫
（
日
　
置
）

準
優
勝
　
松
山
　
　
学
（
鹿
児
島
）

３　

位
　
熊
野
　
義
人
（
鹿
児
島
）

４　

位
　
石
神
　
三
郎
（
日
　
置
）

５　

位
　
佐
保
井
　
優
（
鹿
児
島
）

度
か
ら
毎
年
継
続
し
て
い
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、志
布
志
市
立
、

お
よ
び
大
崎
町
立
の
全
小
学
校
20

校
に
入
学
し
た
新
入
学
児
童
３
８

２
人
に
対
し
て
４
月
中
に
全
て
配

布
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
贈
呈
式
の
模
様

は
、後
日
、大
崎
町
お
よ
び
志
布
志

市
の
広
報
紙
５
月
号
に
そ
れ
ぞ
れ

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
ろ
う
き
ん
で
は
３
月
、
震

災
以
降
、
毎
年
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

か
ご
し
ま
」
学
生
チ
ー
ム
が
主
体

的
に
行
っ
て
い
る
復
興
支
援
の
取

り
組
み
に
協
力
し
、
各
家
庭
か
ら

の
お
茶
の
提
供
や
現
地
ま
で
の
配

送
料
金
の
支
援
カ
ン
パ
を
行
い
ま

し
た
。（
※
お
茶
35
袋
、
カ
ン
パ

金
３
万
円
）

　
こ
の
度
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か

ご
し
ま
」
を
通
じ
て
、
現
地
か
ら

お
礼
の
便
り
を
頂
き
ま
し
た
。
来

年
は
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
頂
き
、
東
日
本
各
地
の
支
援

者
へ
届
け
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

恒
例
の
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
支

店
管
内
の
新
１
年
生
に
贈
呈
！

志
布
志
支
店

　
志
布
志
支
店
は
、４
月
16
日
に
大

崎
小
学
校
、翌
17
日
に
は
志
布
志
小

学
校
を
訪
問
し
、今
年
度
「
新
１
年

生
」
と
な
っ
た
児
童
全
員
分
の
防

犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、２
０
１
２
年

 

Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま
の
新
番
組

「M
usic Lunch Box

」に
提
供
！

鹿
児
島
県
本
部

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ご
し
ま
」
学
生

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
を
支
援
！

鹿
児
島
県
本
部

　
５
月
よ
り

毎
週
火
曜
日
、

11
時
48
分
ご

ろ
に
、提
供
ア

ナ
ウ
ン
ス
、お

よ
び
20
秒
Ｃ

Ｍ
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、３
カ
月

に
１
回
は
ゲ
ス
ト
出
演
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、最
新
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
情
報
も

提
供
い
た
し
ま
す
。
※
な
お
、第
１

回
目
は
、５
月
12
日
（
火
）
に
放
送

済
み
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
感
想
を
是
非
、お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
in
か
ご
し
ま
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

ご報告
　
２
０
１
５
年
４
月
29
日
（
水
）
に

鹿
児
島
市
中
央
公
園
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、「
連
合
鹿
児
島
第
86
回

メ
ー
デ
ー
」
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、多
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
で
は
、

●
防
災
パ
ネ
ル
展
示

●
防
災
関
連
グ
ッ
ズ
展
示

●
防
災
関
連
書
籍
展
示

●
非
常
食
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
試
食

を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、集
中
豪
雨
の
突
発
的

な
発
生
、頻
繁
な
台
風
の
接
近
・
上
陸
、高
ま
る

地
震
の
危
険
性
な
ど
、全
国
的
に
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
る
状
況
で
、忘
れ
る
間
も
な
く
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
下
表
の
と
お
り
、

こ
の
間
の
「
自
然
災

害
」
の
発
生
は
、
過

去
に
類
を
見
な
い

程
、
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
特
徴
と
し
て

は
、
①
発
生
時
期
が

特
定
で
き
な
い
こ

と
②
被
害
範
囲
が
広

い
こ
と
③
そ
の
被
害

が
甚
大
に
な
り
や
す

い
こ
と
だ
と
い
え
ま

す
。

　
つ
ま
り
、
そ
の
時

期
に
特
化
し
た
「
備

え
」
が
困
難
に
な
っ

た
と
言
い
換
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
鹿
児
島
県
で
は
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
、台
風
の
接
近
・

上
陸
の
危
険
性
、火
山
噴
火
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
十

分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

【「
自
然
災
害
」
に
対
す
る
『
備
え
』
の
観
点
】

①�｢

自
然
災
害｣

の
脅
威
、防
災
に
対
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と

②�

災
害
時
、生
命
や
財
産
を
守
る
行
動
を
実
践
で

き
る
こ
と

③�

住
宅
・
家
財
の
再
建
保
障
を
備
え
る
こ
と

　
な
か
で
も
、
③
に
つ
い
て
は
、大
半
の
商
品
で
は
、「
火

災
保
障
」
が
主
契
約
で
「
自
然
災
害
の
保
障
」
は
特
約
的

な
位
置
づ
け
の
た
め
、保
障
の
範
囲
・
保
障
額
も
副
次
的

な
内
容
と
な
り
ま
す
。

　「
自
然
災
害
の
保
障
」
は
、一
定
の
保
障
額
が
備
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
、再
建
費
用
・
生
活
資
金
と
し
て
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　
全
労
済
に
は
、「
自
然
災
害
」
に
対
す
る
保
障
と
し

て
、
住
ま
い
る
共
済
（
新
自
然
災
害
共
済
）
標
準
タ

イ
プ
と
大
型
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
自
然
災
害
に
特
化
し
た
保
障
と
し

て
、万
一
の
際
の
安
心
と
な
る『
備
え
』に
な
り
ま
す
。

　「ぼうさいカフェ」は、内閣府が国民の防災意
識を高めてもらうため、出前講座として推奨して
います。
　地震等の自然災害に対する備えや知識、大切な
人や大事な財産等を守る術をお伝えする場であ
り、全労済鹿児島県本部においても、２０１０年
度から実施しています。

ぐりんぼうも来てくれたよ� 非常食のビスケットは「おいしい�」と大評判♪

防災グッズ

近
年
の
「
自
然
災
害
」
の
特
徴
点

「
自
然
災
害
」
と
の
向
き
合
い
方

 

発生年月日 発生地域 災害種類 被害概要

2011年3月11日 東日本全域 海底地震 東日本大震災

2011年9月 日本全国 台風水害 台風15号

2012年8月 近畿中部 集中豪雨 京都宇治川の氾濫

2012年5月 茨城県・栃木県 竜巻 住宅被害

2013年10月 東日本 台風水害 伊豆大島土砂災害

2014年8月 広島県 集中豪雨 大規模土砂災害

2014年9月 日本中部 火山災害 御嶽山噴火

この機会に、ご自宅の保障
の見直しをしてみませんか？
ご相談の際は、いつでも全労済へ
ご連絡ください。

ぼ
く
の
名
前
は「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」�
。

み
ん
な
、覚
え
て
ね
♪
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全
労
済
鹿
児
島

創
立
55
周
年

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
で
は
、｢

全

労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
事
業
計
画｣

を
２
０
１
３
年
12
月
か
ら
２
０
１
５
年

５
月
末
ま
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
わ
ず
か
の
日
数
と
な
り
ま
し

た
が
、最
後
ま
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 
2013年
12月

2014年
5月末

2014年
11月末

2015年
5月末

第Ⅰ期
実行期間

第Ⅱ期
実行期間

第Ⅲ期
実行期間

「職域での重点活動」「地域での重点活動」「共済代理店」の取り組み

【取り組み期間】
自賠責共済
マイカー共済
団体生命共済
住まいる共済
(新火災共済・
新自然災害共済)

【重点共済の推進】

【コース概要】
■基本コース：初回車検で走行距離1.5万km以内で最低限の部品交換。
　　　　　　　交換部品等は別途料金です。
■普通コース：ブレーキの分解整備・エンジンオイルの交換工賃等を含みます。
　　　　　　　交換部品・オイル等は別途料金です。
■安心コース：「普通コース」に加えて、下回りの洗浄・塗装をおこないます。
　　　　　　　塗装等は別途料金です。
■特別コース：「安心コース」に加えて、ワックスかけや室内の清掃までおこないます。

安心のネットワーク車検コース基本料金　【本土】
※離島の場合は料金が異なります。詳細は各工場へお問合せください。 　

全
労
済
指
定
整
備
工
場
に
は
ご
予
算
で
選
べ
る
４
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
�

　

最
低
限
の
部
品
交
換
の
【
基
本
コ
ー
ス
】
か
ら
、社
内
清
掃
ま
で
行
う
【
特
別
コ
ー

ス
】
ま
で
、
予
算
に
合
わ
せ
て
選
べ
ま
す
。

　
「
ど
こ
で
も
気
軽
に
」
を
め
ざ
し
て
、
お
車
の
ト
ラ
ブ
ル
・
点
検
・
板
金
塗
装
等

の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
全
労
済
の
各
指
定
整
備
工
場
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

全
労
済
指
定
整
備
工
場
「
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
車
検
」
の
ご
紹
介
♪

ご紹介

全
労
済
指
定
整
備
工
場

「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
」
の
開
催

　
４
月
か
ら
、
全
労
済
指
定
整
備
工
場
　
鹿
児
島
県
協

議
会
「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
」
を
鹿
児
島
県

内
７
つ
の
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
会
議
で
は
、
入
庫
・
自
賠
責
共
済
取
次
実
績
や

協
議
会
規
約
改
定
な
ど
の
報
告
、
情
報
の
共
有
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

鹿児島地区の模様

奄美地区の模様

【開催日程】

　
フ
ロ
ン
ト
研
修

会
で
は
、
自
賠
責

共
済
の
取
り
次
ぎ

業
務
の
再
確
認
・

徹
底
を
は
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
全

労
済
と
は
」
を
表

題
に
、
改
め
て
全

労
済
の
歴
史
や
、

組
織
形
態
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

鹿児島 4月16日 (木) 15:00～17:30

肝属・曽於 4月21日 (火) 15:00～17:30

南薩・指宿 4月22日 (水) 15:00～17:30

北薩・出水 4月23日 (木) 15:00～17:30

熊毛 4月24日 (金) 14:30～16:30

奄美地区 4月27日 (月) 15:00～17:30

姶良・大口 5月13日 (水) 15:00～17:30

地区名 日程 時間

南薩
北薩

 

自賠責 合計

基本工賃 消費税 (24ヵ月） 車検料 消費税 （消費税込）

基本 15,000   1,200   16,400   27,840   1,100    7,000    560     69,100         

普通 19,800   1,584   16,400   27,840   1,100    7,000    560     74,284         

安心 24,800   1,984   16,400   27,840   1,100    7,000    560     79,684         

特別 30,000   2,400   16,400   27,840   1,100    7,000    560     85,300         

基本 16,000   1,280   24,600   27,840   1,100    7,000    560     78,380         

普通 20,800   1,664   24,600   27,840   1,100    7,000    560     83,564         

安心 25,800   2,064   24,600   27,840   1,100    7,000    560     88,964         

特別 32,000   2,560   24,600   27,840   1,100    7,000    560     95,660         

基本 17,000   1,360   32,800   27,840   1,100    7,000    560     87,660         

普通 21,800   1,744   32,800   27,840   1,100    7,000    560     92,844         

安心 26,800   2,144   32,800   27,840   1,100    7,000    560     98,244         

特別 33,000   2,640   32,800   27,840   1,100    7,000    560     104,940        

基本 15,000   1,200   6,600    26,370   1,100    7,000    560     57,830         

普通 19,800   1,584   6,600    26,370   1,100    7,000    560     63,014         

安心 23,800   1,904   6,600    26,370   1,100    7,000    560     67,334         

特別 28,000   2,240   6,600    26,370   1,100    7,000    560     71,870         

～1,000㎏軽乗用

～1,000㎏

1,001～1,500㎏

1,501～2,000㎏

小型・普通乗用

基本工賃
車種 重量 コース 重量税 印紙

車検料
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臨床心理士　山藤奈穂子

　
Ｑ
　
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
れ
ば
落
ち
込
み
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
の
思

考
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
　
ト
ラ
ブ
ル
が
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
。
被

害
者
と
し
て
嘆
く
の
で

は
な
く
、
解
決
に
向
け

て
考
え
、
取
り
組
む
力

が
幸
せ
を
導
く
思
考
力

で
す
。

　
Ｑ
　
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
、
具
体
的

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
　
８
段
階
の
手
順

が
あ
り
ま
す
。
①
問
題

の
定
義
　
例
え
ば
、
面
倒
で
大
変
な

仕
事
が
目
の
前
に
あ
っ
て
、
泣
き
た

い
、
胃
が
痛
い
、
逃
げ
出
し
た
い
…
。

こ
こ
で
「
負
担
の
重
い
仕
事
を
任
さ

れ
た
こ
と
が
問
題
だ
」
と
ポ
イ

ン
ト
を
明
確
に
し
ま
す
②
目
標

設
定
　
こ
の
場
合
、「
負
担
を

軽
減
し
よ
う
」
で
す
③
障
害

の
予
想
　「
こ
の
仕
事
を
分
担

し
た
い
が
、
や
っ
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
④

解
決
方
法
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　

「
仕
事
を
細
分
化
し
て
、５
人
に

頼
ん
で
み
よ
う
」「
そ
の
ま
ま

外
部
に
頼
も
う
」
な
ど
、
思
い

つ
く
限
り
書
き
出
し
ま
す
⑤
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
解
決
方
法

を
実
行
し
た
と
き
、
何
が
起
こ

る
か
を
予
想
し
ま
す
⑥
最
善
策

の
選
定
と
試
行
⑦
う
ま
く
い
っ

て
い
る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク

⑧
再
検
討
　
目
標
が
達
成
で
き

る
か
を
判
断
し
、
無
理
な
ら
ほ

か
の
選
択
肢
を
探
し
実
行
し
ま

す
―
―
こ
の
手
順
を
参
考
に
問

題
解
決
能
力
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
Ｑ
　
だ
れ
で
も
身
に
つ
く
も

の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
　「
自
分
に
は
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
力
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
感
じ
る
だ
け
で
も
、

ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

ま
す
。
問
題
解
決
ス
キ
ル
は
生

き
る
う
え
で
も
っ
と
も
役
に
立

つ
も
の
な
ん
で
す
よ
。

幸せになる思考力（６）

ニュース・
ワード

同性婚

方
が
入
院
し
た
場
合
の
面
会
を
「
夫

婦
で
は
な
い
」
か
ら
と
病
院
が
拒
否

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

法
的
な
婚
姻
関
係
で
は
な
い
の

で
、「
配
偶
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

東
京
都
渋
谷
区
が
区
内
に

住
む
20
歳
以
上
の
同
性
同
士

の
カ
ッ
プ
ル
に
、「
結
婚
に

相
当
す
る
関
係
」
と
認
め
る

証
明
書
を
発
行
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

欧
米
に
比
べ
て
日
本
は
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
指

す
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
女
性
同
性
愛

者
・
男
性
同
性
愛
者
・
両
性

愛
者
・
生
ま
れ
な
が
ら
の
性

に
違
和
感
を
持
つ
人
の
英
語

表
記
頭
文
字
）
へ
の
法
的
整

備
が
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
条
例
の
施
行
に
よ

り
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
ア
パ
ー
ト
入

居
を
不
動
産
業
者
が
断
っ
た
り
、
一

読
　
者

か
ら
の

声
　

190

　
６
５
２
号
４
面
に
＂
住
ま
い
る

共
済
＂
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
昨
年
５
月
に
加
入
し
ま

し
た
。
安
い
掛
金
で
保
障
が
大
き

い
の
で
助
か
り
ま
す
。

（
肝
属
郡
・
男
性
）

　「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
大
丈
夫
？
」

で
最
近
落
ち
込
む
事
が
あ
り
、
食

欲
も
あ
ま
り
無
い
の
で
す
が
、体
の

事
を
考
え
て
頑
張
っ
て
食
べ
て
い
ま

す
。
睡
眠
は
取
れ
て
い
る
の
で
大
丈
夫

で
す
。　
　
　（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　
４
月
か
ら
娘
が
中
学
校
入
学
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
済
の
お
祝
い
金
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　（
出
水
市
・
男
性
）

　「
読
者
か
ら
の
声
」
は
、県
内
各
地

か
ら
の
声
を
読
み
、考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
、役
に
立
ち
ま
す
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
波
及
効
果
は
大
企
業
な
ど

一
部
で
あ
る
が
、一
般
庶
民
や
労
働
者

に
と
っ
て
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
を
毎
号
読
ん

で
い
ま
す
。
　（
南
さ
つ
ま
市
・
男
性
）

　
２
月
15
日
、
九
州
労
金
大
島
支
店

の
「
大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
」
に
一

家
で
参
加
し
ま
し
た
。
体
操
で
心
地

良
い
汗
を
流
し
た
後
、お
楽
し
み
抽
選

会
へ
。
ケ
ト
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
全

員
に
景
品
が
当
た
り
、
満
足
し
て

帰
っ
た
一
日
で
し
た
。
ま
た
、企
画

を
お
願
い
し
ま
す
。（奄

美
市
・
男
性
）

　
鹿
児
島
県
労
福
協
様
が
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
多
様
な

ご
支
援
活
動
を
な
さ
れ
て
い
る
の

が
分
か
り
、と
て
も
う
れ
し
く
頼
も

し
い
と
喜
び
な
が
ら
拝
読
い
た
し

ま
し
た
。　
　
　（
奄
美
市
・
男
性
）

　
６
５
２
号
２
面
の
「『
突
撃
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
』
in
出
水
」
の
記
事
を

読
ん
で
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た

の
か
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
地
区
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や

催
し
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
「
福
祉
だ
よ
り
」
で
見
る
の
は

楽
し
い
で
す
。
　（
出
水
市
・
女
性
）
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カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
訪
問
レ
ポ
ー
ト
③

高
教
組
開
陽
通
信
制
分
会

吉
竹　

資
英

　
約
３
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る

大
量
虐
殺
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
撤

退
か
ら
三
十
数
年
が
経
ち
、
そ
の

後
内
乱
も
あ
っ
た
が
、
最
近
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
安
定
し
て
き
て
い
る

と
い
う
。
し
か
し
復
興
は
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
。
学
校
を
再
建
す
べ
く

高
教
組
で
も
20
年
近
く
小
学
校

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
貧

困
家
庭
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
は
多

く
、
継
続
的
な
支
援
が
必
要
。
国

内
の
経
済
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

と
聞
い
た
が
、
多
く
の
高
級
車
が

走
っ
て
い
る
一
方
で
、
大
量
の
単

車
が
ひ
し
め
く
交
通
事
情
を
見
て

も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
た
。
小
学
校

や
寺
小
屋
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

目
の
輝
き
を
見
な
が
ら
、
日
本
で

も
進
む
格
差
・
貧
困
社
会
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
今
後
も
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
。

れ
る
活
気
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ

う
願
う
と
と
も
に
、
私
も
、
今
後

の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

の
壁
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
２
校
目
の
プ
リ
ア
・
エ
ン
コ
セ

イ
小
学
校
で
は
、
学
年
別
に
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
学
校
で
も
将
来
は

「
先
生
に
な
り
た
い
�
」「
医
者
に

な
り
た
い
�
」
と
い
う
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
学
校
は
、
午
前
と
午
後
の
二
部

に
分
か
れ
て
い
て
、
学
校
に
通
っ

て
い
な
い
時
間
帯
は
塾
に
通
い
学

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
塾
で
は
進

級
す
る
た
め
の
勉
強
が
さ
れ
て
い

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
塾
に
通
い

進
級
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
の

だ
そ
う
で
す
。

　
進
級
す
る
た
め
に
は
、
お
金
を

払
っ
て
塾
に
通
う
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
実
際
に
試
験
を
受
け
て
進

級
で
き
る
の
は
全
体
の
７
割
と
の

こ
と
で
す
。
大
き
な
夢
を
持
っ
て

全
労
済

吉
丸　

俊
英

　
今
回
、
視
察
団
の
一
員
と
し
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
様
々
な
課
題
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
非
常
に
活
気

が
あ
る
国
で
あ
る
と
の
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
し
た
寺
子
屋
や
小

学
校
に
お
い
て
、
読
み
書
き
を
教

え
て
い
る
光
景
は
、
言
語
の
違
い

や
、
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
教
員
や
子
ど
も
の
真

剣
さ
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
以
上

の
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。「
教
育

環
境
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
」

で
は
な
か
っ
た
環
境
下
に
あ
っ
た

経
験
が
、
今
に
活
き
、
今
後
も
活

か
さ
れ
て
い
く
と
、教
育
の
面
で
、

す
ば
ら
し
い
国
と
な
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
イ
ン
フ
ラ
、
法

制
等
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う

い
っ
た
点
が
改
善
さ
れ
た
際
に

も
、
現
在
の
人
や
街
並
み
に
あ
ふ

い
て
も
、
勉
強
す
る
環
境
が
整
っ

て
い
な
く
、
ま
た
お
金
も
か
か
る

と
い
う
現
状
で
夢
を
現
実
の
も
の

と
す
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
環

境
で
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
の
教
育
支
援
で
日
本
に
い
な
が

ら
も
協
力
で
き
る
こ
と
は
何
で
あ

ろ
う
か
と
考
え
支
援
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
労

村
上　

聖
英

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
研
修
視
察
、

一
番
強
く
感
じ
た
の
は
、
や
は
り

「
格
差
社
会
」
の
弊
害
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
寺
子
屋
教
室
・

児
童
保
護
施
設
を
訪
問
し
た
が
、

貧
困
ゆ
え
十
分
な
教
育
を
受
け
ら

れ
な
い
子
ど
も
を
上
記
の
よ
う
な

施
設
で
支
援
し
て
い
る
と
い
う
実

態
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
格
差

社
会
に
お
い
て
貧
困
層
が
教
育

の
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
で
、
貧

困
層
へ
の
固
定
化
が
行
わ
れ
て
い

る
」
こ
と
に
心
を
痛
め
た
。

　
日
本
も
今
、
格
差
の
拡
大
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
貧
困
に
よ
る

教
育
の
機
会
の
不
平
等
が
増
加
す

れ
ば
、
日
本
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ

う
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
う
、
ど

ん
よ
り
と
し
た
不
安
が
頭
を
よ

ぎ
っ
た
。

Ｔシャツを贈る吉竹さん(手前)

贈り物をする吉丸さん(手前)

全
労
金

井
上　

佳
子

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
環
境
の
視
察

を
通
し
て
、当
然
で
あ
る
か
の
よ
う

な
日
本
で
の
教
育
現
状
が
大
変
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
視
察
の
た
め
に
訪
問
し
た
セ
ン

ソ
ク
の
寺
小
屋
で
は
、
幼
稚
園
児

ぐ
ら
い
の
年
齢
の
子
ど
も
か
ら
小

学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
年
齢
が
異
な
る
子
ど
も
た
ち

へ
教
え
る
先
生
も
、
そ
の
授
業
を

受
け
る
子
ど
も
た
ち
も
、
一
緒
に

理
解
し
進
め
て
い
く
の
は
難
し
い

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
環
境
の
中
で
も

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
積
極
的
に
勉

強
に
励
む
姿
を
見
て
、
勉
強
環
境

子どもたちとの交流(手前女性が井上
さん、奥に村上さん)
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
６
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
４
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

83
通
で
、
79
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「しんりょく」
　　(新緑）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
１
本
足
、と
は
限
り
ま
せ
ん

３
　�
ノ
ア
の
…
…
舟

６
　�

人
生
経
験
が
豊
か
な
人
で
す

９
　�

平
凡
な
こ
と

11
　�

…
…
を
言
っ
た
ら
、き
り
が

な
い

12
　�

ノ
ー
ダ
ウ
ン

13
　�

リ
ケ
ジ
ョ
と
は
、…
…
系
出

身
の
女
性
の
こ
と

14
　�

ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
す

16
　�

四
字
熟
語
。
喜
ん
だ
り
、

心
配
し
た
り

20
　�

熱
戦
。
手
で
握
っ
て
い
ま
す

21
　�

鬼
ば
か
り
が
い
る
？

22
　�

頭
脳
…
…

23
　�

現
在
、過
去
、…
…

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�「
君
の
頭
は
ど
こ
に
あ
る

の
？
」
と
歌
で
聞
か
れ
た

貝
の
仲
間

２
　�

力
士
の
呼
び
名
で
す

３
　�

さ
あ
、
洗
濯
で
す
。
梅
雨

の
…
…
間
は
、み
ん
な
に
喜

ば
れ
ま
す

４
　�

ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア
の
ヒ
ッ

ト
曲
と
い
え
ば
、「
…
は
み

ず
い
ろ
」

５
　�

手
首
を
押
さ
え
て
、み
ま
す

７
　�
♪
広
い
な
大
き
い
な
、月
が

の
ぼ
る
し
日
が
沈
む

８
　�
緑
化
で
す

10
　�

…
…
の
一
発
で
試
合
を
逆
転

15
　�

紛
争
が
激
化
す
る
中
東
の
国

イ
エ
メ
ン
が
接
し
て
い
ま
す

17
　�

ま
さ
か
実
際
に
起
き
る
と
は

18
　�

上
高
地
で
大
正
、
田
代
と

い
え
ば

19
　�

旅
の
楽
し
み
は
山
海
の

…
…

20
　�

…
…
降
っ
て
地
固
ま
る

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
上
野
真
里
子
　
　
野
﨑
　
浩
一

　
溝
口
な
お
み
　
　
石
橋
　
忠
信

　
山
元
　
恵
子
　
　
山
下
　
修
司

　
松
元
　
陽
子
　
　
恩
田
　
昭
雄

　
永
山
千
八
子
　
　
宮
田
　
和
宜

　
松
﨑
　
麻
代
　
　
竹
本
　
卓
司

　
増
田
　
　
希
　
　
村
上
　
修
一

　
町
田
　
優
子
　
　
中
村
　
　
忍

　
前
川
　
達
彦
　
　
中
原
　
和
美

　
叶
　
　
秀
和
　
　
中
原
　
勝
代

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


